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主 な 内 容

②　

退
任
あ
い
さ
つ
・
新
任
あ
い
さ
つ

③　

校
友
会
・
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
だ
よ
り

�　

芝
蘭
会
の
原
点
を
検
証
す
る

⑤　

支
部
だ
よ
り 

島
根
・
東
京
・
神
戸

⑥　

支
部
だ
よ
り 

和
歌
山　

　
　

人
事
異
動
・
会
員
訃
報

　

式
典
に
は
、
川
端
達
夫
文

部
科
学
大
臣
、
坂
田
東
一
文

部
科
学
事
務
次
官
、
後
藤
芳

一
経
済
産
業
省
大
臣
官
房

審
議
官
、
阿
曽
沼
慎
司
厚
生

労
働
省
医
政
局
長
を
は
じ
め

と
す
る
政
府
関
係
者
、
益
川

敏
英
京
都
大
学
名
誉
教
授
や

竹
市
雅
俊
理
化
学
研
究
所

発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
長
を
含
む
研
究
者
、

患
者
団
体
の
代
表
、
寄
附
者
、

学
内
関
係
者
な
ど
２
０
０
人

以
上
の
招
待
者
や
約
70
人
の

報
道
関
係
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
研
究
棟
正
面
玄

関
前
で
行
っ
た
竣
工
式
で
は
、

坂
田
事
務
次
官
、
松
本
紘
京

大
総
長
、
江
﨑
信
芳
理
事
・

副
学
長
、
藤
井
信
孝
理
事
・

副
学
長
、
吉
川
潔
理
事
・
副

学
長
、
光
山
正
雄
医
学
研

究
科
長
、
中
村
孝
志
医
学

部
附
属
病
院
長
、
中
辻
憲

夫iC
eM

S

拠
点
長
、
山
中

伸
弥 

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
長

の
９
名
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
研
究
棟
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
研
究
棟

が
公
開
さ
れ
、
見
学
者
は
熱

心
に
研
究
者
な
ど
か
ら
の
説

明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

研
究
棟
に
は
動
物
実
験
施

設
、
細
胞
調
製
施
設
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
所
記
念
式
典
、
祝
賀

会
が
百
周
年
時
計
台
記
念
館

で
開
催
さ
れ
、
世
耕
弘
成
参

iPS 細胞研究所完成
通称 CiRA（サイラ）

研
究
棟
正
面
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
関
係
者

Ｍ
８
以
外
か
ら
参
加
多
く

京
大
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画

世
界
保
健
サ
ミ
ッ
ト
打
合
せ
会
議

議
院
議
員
、
山
田
京
都
府
知

事
、
門
川
京
都
市
長
、
長
谷

川
閑
史
武
田
薬
品
工
業
株
式

会
社
代
表
取
締
役
社
長
、
大

濱
眞
日
本
せ
き
ず
い
基
金
理

168

iPS 細胞研究所竣工
　

本
年
４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
（
通
称
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ=

サ
イ
ラ
）

の
開
所
式
・
研
究
棟
の
竣
工
式
が
、
５
月
８
日
に
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
は
京
都
大
学
の
第
14
番
目
の
附
置
研
究
所
と
な
り
ま
す
。

基
礎
技
術
の
確
立
や

知
財
確
保
な
ど
目
標

事
長
、
国
谷
裕
子
京
大
経
営

協
議
会
委
員
な
ど
の
来
賓
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
中
所
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
支
援
へ
の
感
謝
を
繰
り
返

し
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後

10
年
間
の
達
成
目
標
と
し

て
、
基
盤
技
術
の
確
立
・
知

財
確
保
、
再
生
医
療
用
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
バ
ン
ク
構
築
、
前
臨

床
、
臨
床
試
験
、
患
者
由
来

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
よ
る
治
療
薬

開
発
を
挙
げ
ま
し
た
。

瑞宝中綬章

北原　正章  （昭 28 年卒） 　　

滋賀医科大学名誉教授

池田　宣昭  （昭 33 年卒）  　　

元 国立療養所南京都病院長

平成 22 年度
春の叙勲

　

Ｍ
８
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
中

心
と
す
る
第
１
回
世
界
保
健

サ
ミ
ッ
トW

orld H
ealth 

Sum
m

it, 

Ｗ
Ｈ
Ｓ
に
つ
い

て
は
す
で
に
ご
報
告
し
ま
し

た
が
、
本
年
10
月
ベ
ル
リ
ン

で
開
催
予
定
の
第
２
回
会
議

の
打
合
せ
会
議
が
、
さ
る
４

月
12
日
夕
刻
か
ら
14
日
の
昼

に
か
け
て
、
ベ
ル
リ
ン
の

C
harité

に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
か
ら
の
Ｍ
８
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
て
い
る
京
都
大
学

医
学
研
究
科
か
ら
は
、
光
山

医
学
研
究
科
長
と
中
尾
評
議

員
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回

は
Ｍ
８
メ
ン
バ
ー
各
大
学
以

外
か
ら
の
参
加
も
多
く
、
さ

ら
に
Ｍ
８
関
係
各
国
の
駐
ベ

ル
リ
ン
大
使
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
Ｍ
８
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

の
今
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
規

模
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
第
１
回
Ｗ
Ｈ
Ｓ

で
は
、
Ｍ
８
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画

提
供
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

Ｍ
８
で
維
持
す
る
の
か
、
関

与
す
る
研
究
機
関
を
次
々
と

拡
大（
Ｍ
８
＋
？
）
し
て
い

く
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が

分
か
れ
ま
し
た
。

　

原
則
的
に
は
数
に
は
こ
だ

わ
ら
ず
透
明
性
を
維
持
し
て

い
け
ば
よ
い
、
と
の
基
本
合

意
に
達
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
昨
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｓ
で

は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
企
画

に
加
え
て
、
よ
り
健
康
や
保

健
と
い
う
観
点
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
多
か
っ
た
こ
と

も
踏
ま
え
て
、
果
た
し
て
Ｍ

８(M
edical)

で
進
め
る
の

か
、
Ｈ
８(H

ealth)

の
視
点

を
重
視
す
る
か
の
議
論
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

光
山
研
究
科
長
や

C
harité

のG
rueters

学

部
長
か
ら
は
リ
サ
ー
チ
や
教

育
と
い
っ
た
医
学
ア
カ
デ
ミ

ア
の
立
場
を
よ
り
重
視
す
る

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た

が
、
必
ず
し
も
絞
り
込
ん
だ

結
論
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
全
体
的
に

は
、H

ealth m
etrics

の

あ
る
べ
き
姿
、academ

ic 

m
e

d
ic

a
l (h

e
a

lth
) 

center

の
望
ま
し
い
全
体

像
、
国
際
的
医
学
教
育
の
方

法
論
な
ど
を
中
心
に
、
基
調

講
演
と
討
論
が
行
わ
れ
、
Ｍ

８
各
国
大
使
と
の
意
見
交
換

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
の
第
２
回
Ｗ
Ｈ
Ｓ

は
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
英

Im
p

erial 
C

ollege London

が
中
心

と
な
る
よ
う
で
す
。

　

主
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、H

ealth
 C

are, 
H

ealth
 C

h
allen

g
e, 

In
n
ov

ativ
e H

ealth
, 

G
lobal H

ealth

な
ど
と

い
っ
た

H
ealth

を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
す
る
テ
ー
マ
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
京
大

はR
esponding to the 

increasing com
plexity 

in m
edical research

の

テ
ー
マ
に
絡
む
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
企
画
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｍ
８
／
Ｗ
Ｈ
Ｓ
へ
京
大
が

今
後
ど
の
程
度
関
わ
る
べ
き

か
に
つ
い
て
は
今
後
の
展
開

も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
Ｍ
８
メ
ン
バ
ー
の
中

で
も
特
に
看
護
教
育
に
優
れ

た
実
績
の
あ
るM

onash

大
学
と
医
学
研
究
科
人
間
健

康
科
学
系
専
攻
と
の
交
流
は

７
月
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
間
で
の
実
質

交
流
は
個
別
に
進
め
る
予
定

で
す
。（

研
究
科
長　

光
山
）

　

３
月
14
日
、「
平
成
21
年

度
京
大
病
院
臨
床
懇
話
会
」

が
京
大
会
館
で
開
催
さ
れ
、

学
内
外
か
ら
96
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
話
会
は
、
地
域
医

療
と
の
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
医
師
等
の
先
生
と
京
大
病

院
診
療
科
長
等
と
の
意
見
交

換
及
び
京
大
病
院
か
ら
の
情

報
提
供
の
場
と
し
て
開
催
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
回

で
13
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
中
村
病
院
長
及

び
京
都
府
内
科
医
会
顧
問
の

西
先
生
の
挨
拶
の
あ
と
、
新

任
の
宮
本
教
授
、村
井
教
授
、

平
家
教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
・
講
演
が
あ
り
、
続
い
て
、

三
嶋
副
病
院
長
か
ら「
京
都

大
学
医
学
部
附
属
病
院
新
病

棟（
寄
附
病
棟
）・『
積
貞
棟
』

の
竣
工
に
向
け
て
」
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
京
都
府
医
師
会

副
会
長
の
安
達
先
生
か
ら

「
医
師
が
持
つ
べ
き
基
本
理

念
─
社
会
保
障
立
国
論
」
に

つ
い
て
、
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
会
長
の
邉
見
先
生
か

ら「
生い

の
ち命
輝
か
そ
う
京
大
病

院
関
係
臨
床
医（
診
療
報
酬

と
公
立
病
院
改
革
）」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
委
員
と
し

て
の
経
験
も
踏
ま
え
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
で
は
、
多
く
の

医
療
機
関
の
先
生
方
か
ら
直

接
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

地域医療連携へ意見交換
平成21年度京大病院臨床懇話会

第 2 回世界保健サミット打合せ会議の参加者（英国大使館公邸にて）

講演する邊見公雄先生 講演する安達秀樹先生
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平
成
22
年
３
月
末
日
で
、

京
都
大
学
教
授
を
定
年
退
職

い
た
し
、
滋
賀
県
立
成
人
病

セ
ン
タ
ー
研
究
所
長
お
よ
び

病
理
診
断
科
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
京
都
大
学
に
は
、

平
成
14
年
か
ら
の
８
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
無
事
に
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
は
、
京
都
大

学
医
学
部
医
学
研
究
科
お
よ

び
芝
蘭
会
会
員
の
皆
さ
ま
方

の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昭
和
46
年
に
山
口
大
学
を

卒
業
し
、
直
ち
に
渡
米
、
イ

ン
タ
ー
ン
終
了
後
、
ア
ル
バ
ー

ト
・
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
医
科
大

学
で
病
理
レ
ジ
デ
ン
ト
、ニュ
ー

ヨ
ー
ク
医
科
大
学
で
講
師
、

助
教
授
と
し
て
過
ご
し
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
川
崎
医

科
大
学
か
ら
我
が
国
に
米
国

型
の
病
院
病
理
部
を
作
る
手

伝
い
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請

が
あ
り
、
昭
和
52
年
10
月
に

帰
国
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、

我
が
国
に
適
し
た
病
理
診
断

部
の
あ
り
方
、
教
育
方
法
を

模
索
す
る
と
と
も
に
、
病
理

組
織
診
断
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
を
組
織
パ
タ
ー
ン
の
認

識
、
そ
れ
に
よ
る
疾
患
の
分

類
に
求
め
、
皮
膚
病
理
学
、

肺
病
理
学
を
体
系
づ
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
平
成
14
年
か

ら
場
所
を
京
都
大
学
病
院
へ

移
し
、
病
理
部
が
臨
床
の
一

部
門
と
し
て
機
能
し
、
各
科

と
の
連
携
が
取
れ
た
組
織
と

な
る
こ
と
、
病
理
検
体
、
ホ

ル
マ
リ
ン
の
一
括
し
た
取
扱
い

を
行
う
設
備
と
体
制
を
作
る

こ
と
、
病
理
検
体
を
使
用
し

た
研
究
を
支
援
・
促
進
す
る

こ
と
、
病
理
診
断
医
、
研
修

医
や
学
生
へ
の
よ
り
良
い
教
育

体
制
を
作
る
こ
と
、
関
連
病

院
を
整
理
・
支
援
す
る
こ
と
、

を
目
指
し
て
や
っ
て
ま
い
り
、

お
陰
さ
ま
で
こ
の
多
く
を
成

成人 T 細胞白血病（ATL) と
バイオストレス医学

「病理診断学」の普及を目指して

柔軟さもつシステム 基盤に

　

昭
和
46
年
医
学
部
を
卒
業

し
、
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
大
学

院
を
中
座
し
て
医
学
部
免
疫

研
究
施
設
助
手
に
任
官
し
た

昭
和
50
年
以
来
、
医
学
部
と

ウ
イ
ル
ス
研
究
所
に
34
年
勤

続
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

偶
然
遭
遇
し
た
成
人
Ｔ
細

胞
白
血
病
の
症
例
報
告
が
縁

と
な
っ
て
、
臨
床
か
ら
基
礎
へ

気
軽
に
通
っ
た
こ
と
が
今
日
ま

で
の
私
の
研
究
生
活
を
方
向

付
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
京
大
病
院
研
修
医
時

代
、
第
一
内
科
助
手
高
月
清

博
士
に
私
淑
し
、
ウ
イ
ル
ス

研
究
所
病
理
部
門
花
岡
正
男

教
授
・
増
田
徹
助
手
の
指
導

下
、
ヒ
ト
リ
ン
パ
球
の
Ｔ･

Ｂ

細
胞
分
類
の
黎
明
期
に
抗
T

細
胞
特
異
抗
体
を
作
製
し
、

西
南
日
本
に
本
抗
体
と
特
異

的
に
反
応
す
る
Ｔ
細
胞
白
血

病
が
存
在
す
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、共
同
研
究
者
（
高

月
先
生
や
１
学
年
先
輩
の
内

山
卓
先
生
他
）
と
共
に
成
人

Ｔ
細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）

と
し
て
の
疾
患
概
念
を
提
唱

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
ヒ
ト
・

レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐

１
）
の
発
見
に
つ
な
が
る
Ａ
Ｔ

Ｌ
研
究
分
野
を
開
拓
す
る
前

奏
曲
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｌ
以
前
の
高
月
清
先

生
の
優
れ
た
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
・
多
発
性
骨
髄
腫
の
業
績

の
関
係
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
原

因
物
質
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
Ｅ

発
見
者
の
石
坂
公
成
先
生
と

高
月
先
生
は
大
変
親
し
い
関

係
で
あ
っ
た
た
め
、
ジ
ョ
ン
ズ

ホ
プ
キ
ン
ス
大
の
石
坂
先
生

が
京
大
医
学
部
の
免
疫
研
究

施
設
を
兼
任
さ
れ
た
際
、
増

田
助
教
授
と
共
に
大
学
院
中

退
で
同
施
設
の
助
手
の
ポ
ス

ト
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
回

顧
す
る
と
そ
の
後
の
免
疫
ア

レ
ル
ギ
ー
学
と
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
宿
主
側
の
応
答
機
構

～
生
体
応
答
学
～
へ
の
方
向

性
が
定
ま
る
一
因
で
あ
っ
た

と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
自
然
な
流
れ
で　

Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
ウ
イ
ル
ス
感
染
Ａ

Ｔ
Ｌ
細
胞
株
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に

も
関
係
深
い
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
感

染
Ｂ
細
胞
株
が
産
生
す
る
抗

ス
ト
レ
ス
・
抗
炎
症
タ
ン
パ
ク
、

チ
オ
レ
ド
キ
シ
ン
を
見
出
す

こ
と
に
な
り
、
セ
リ
エ
以
来
の

ス
ト
レ
ス
学
説
を
今
日
の
医

生
物
学
の
立
場
で
再
考
す
る

方
向
が
私
の
目
標
に
な
り
ま

し
た
。

　

総
合
科
学
技
術
会
議
議
員

時
代
の
井
村
裕
夫
先
生
（
元

総
長
）
と
石
坂
先
生
の
ご
指

導
で
、
経
産
省
関
連
の
最
初

の
独
立
行
政
法
人
・
産
業
技

術
総
合
研
究
所
（
池
田
）
に

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ト
レ
ス
シ
グ
ナ
ル

研
究
セ
ン
タ
ー
～
石
坂
・
淀

井
特
別
研
究
室
を
開
設
し
て

京
都
と
池
田
を
往
復
し
た
時

代
（
平
成
13
～
16
年
）
も
、

ウイルス研究所感染防御研究分野 教授
淀井　淳司

医学研究科基礎病態学（発生病態学）
・附属病院病理診断部 教授

真鍋 俊明

大学院医学研究科 発達小児科学 教授

平家　俊男

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

病
理
診
断
部
は
、
多
く

の
臨
床
科
と
関
連
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
連
結
す
る
要
と
も

な
る
部
署
で
す
。
こ
れ
か
ら

先
、
こ
の
組
織
を
上
手
く
利

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
よ
り
良
い
も
の
に
育
て

て
いっ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
医
学
研
究
科
で
は
、

附
属
総
合
解
剖
セ
ン
タ
ー
の

各
部
門
の
充
実
を
図
り
、
学

部
研
究
者
へ
の
形
態
研
究
支

援
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
し
、
大
学
院

で
は
「
病
理
形
態
・
病
態
医

学
」
コ
ー
ス
と
し
て
形
態
研

究
の
理
論
を
教
え
、
実
習
が

行
え
る
場
所
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
間
、

学
会
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は

セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
ま
た
い

ろ
い
ろ
な
機
関
を
通
じ
て
病

理
に
関
す
る
多
く
の
こ
と
を

発
信
で
き
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
医
学
部
は
百
年

を
超
え
る
歴
史
の
中
で
、
優

れ
た
人
材
を
輩
出
し
、
純
粋

に
学
問
を
追
究
し
、
常
に
世

界
や
日
本
の
医
学
界
に
向
け

て
多
く
の
こ
と
を
発
信
し
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

環
境
に
身
を
置
け
た
こ
と
は

望
外
の
喜
び
で
す
。

　

今
後
は
、
滋
賀
県
立
成
人

病
セ
ン
タ
ー
の
笹
田
昌
孝
総

長
の
下
で
、
滋
賀
県
を
中
心

と
し
た
病
・
病
、
病
・
診
連

携
の一環
と
し
て
の
病
理
診
断

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
邁
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
京
大
医
学
研

究
科
お
よ
び
附
属
病
院
の

益
々
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
芝
蘭
会
の
皆
様
に

は
今
後
と
も
さ
ら
な
る
ご
指

導
、
ご
支
援
を
賜
り
た
い
と

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

退任あいさつ

新任あいさつ

そ
の
一
環
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

　

審
議
官
が
交
代
す
る
た
び

に
方
針
が
揺
れ
動
く
産
総
研

の
生
態
学
も
体
験
し
ま
し
た

が
、
こ
の
石
坂
・
淀
井
特
別

研
究
室
の
英
文
名
称
を
［
バ

イ
オ
ス
ト
レ
ス
］
と
し
た
こ
と

が
、
そ
の
後
の
研
究
会
［
バ

イ
オ
ス
ト
レ
ス
を
考
え
る
会
］

を
経
て
、
京
大
退
職
後
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｂ
Ｐ
Ａ
《
日
本

バ
イ
オ
ス
ト
レ
ス
研
究
振
興
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
》
の
キ
ー
に
な
っ

た
こ
と
も
偶
然
・
必
然
を
感

じ
さ
せ
る
流
れ
で
す
。

　
「
主
題
と
変
奏
」「
不
易

流
行
」と
い
う
言
葉
が　

種
々

の
学
芸
・
芸
術
の
世
界
で
は

何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま

す
。

　

彫
刻
の
世
界
に
生
き
た
叔

父
が
、
ロ
ダ
ン
、
ブ
ー
ル
デ
ル
、

高
村
光
太
郎
な
ど
を
目
標
に

自
ら
の
独
自
の
世
界
を
求
め

た
足
跡
が
作
品
の
流
れ
に
読

み
取
れ
ま
す
。

　

芸
術
と
科
学
は
別
の
プ
リ

ン
シ
プ
ル
と
の
実
学
的
見
解

も
重
要
で
す
が
、
基
礎
・
臨

床
医
学
研
究
も
含
め
た
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
い
て
、
網

羅
的
に
テ
ー
マ
を
狩
猟
す
る

行
き
方
は
若
い
世
代
の
研
究

者
に
最
も
戒
め
る
べ
き
こ
と

で
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
教
室
・
学
問
の
名
称

を
５
年
程
度
で
気
軽
に
変
更

す
る
風
潮
は
、
継
承
す
べ
き

学
の
内
実
の
空
洞
化
に
繋
が

る
こ
と
を
危
惧
し
ま
す
。

　

研
修
医
時
代
A
T
L
が

契
機
と
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
研

究
所
と
医
学
部
で
当
初
引
き

受
け
た
バ
イ
エ
ル
寄
附
講
座
や

探
索
医
療
T
R
X
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
［
平
成
15
～
20
年
］
な

ど
、
医
学
部
と
ウ
イ
ル
ス
研

究
所
の
間
を
往
復
し
て
の
京

大
生
活
で
し
た
が
、
ウ
イ
ル

ス
と
ウ
イ
ル
ス
疾
患
が
あ
る

限
り
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
褪
色
し
ま
せ
ん
し
、

京
都
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
に
独
立
不
覊
の
伝
統
を

持
つ
ウ
イ
ル
ス
研
究
所
が
果
た

す
べ
き
役
割
は
今
後
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
３
月
１
日
よ
り

発
達
小
児
科
学
教
授
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
伝
統
あ
る

教
室
を
主
宰
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
強
く
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
に
芝
蘭
会
の
皆
さ

ま
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
昭
和
54
年
京
都
大
学

を
卒
業
し
、
大
学
病
院
で
の

小
児
科
研
修
の
後
、
財
団
法

人
田
附
興
風
会
医
学
研
究
所

北
野
病
院
に
お
い
て
、
小
児

科
全
般
に
わ
た
る
研
修
を
２

年
間
行
い
ま
し
た
。

　

私
が
小
児
科
と
い
う
診
療

科
を
選
択
し
た
大
き
な
理
由

は
、
ヒ
ト
の
発
達
・
発
育
に

対
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
か

か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
診
療

科
と
い
う
理
由
で
す
。

　

北
野
病
院
に
お
い
て
、
多

く
の
一
般
小
児
科
疾
患
と
と

も
に
多
分
野
に
わ
た
る
難
治

性
疾
患
を
経
験
し
、
難
治
性

疾
患
の
克
服
に
向
け
て
多
方

面
か
ら
の
疾
患
研
究
を
希
望

し
、
大
学
院
に
進
学
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
原
発

性
免
疫
不
全
症
に
対
す
る
造

血
幹
細
胞
移
植
、
そ
の
過
程

で
生
じ
た
幹
細
胞
の
臨
床
展

開
に
お
い
て
大
き
な
問
題
意

識
を
抱
い
た
こ
と
で
、
一
時

期
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究

所
に
も
籍
を
置
き
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
よ
り
再
び
京
都

大
学
医
学
部
小
児
科
准
教
授

と
し
て
帰
学
し
、
免
疫
ア
レ

ル
ギ
ー
血
液
疾
患
を
中
心
に

し
な
が
ら
、
発
達
・
発
育
・

そ
の
障
害
と
い
う
観
点
よ
り

臨
床
、
研
究
に
携
わ
る
中
で

現
在
に
至
り
ま
し
た
。

小
児
科
は
小
児
の
成
長

と
と
も
に
歩
む
診
療
科
で

す
。
ご
家
族
が
安
心
し
て
お

子
さ
ん
を
育
て
て
い
き
な
が

ら
、
治
療
に
専
念
で
き
る
小

児
医
療
基
盤
の
確
立
は
、
総

合
診
療
科
と
し
て
の
小
児
科

に
は
必
須
の
事
項
で
す
。

京
都
大
学
医
学
部
小

児
科
学
教
室
は
、
明
治
36

（
１
９
０
３
）
年
に
平
井
毓

太
郎
教
授
を
初
代
教
授
と
し

て
開
校
し
ま
し
た
。
当
時
の

貴
重
な
写
真
を
垣
間
見
る

と
、
小
児
科
外
来
に
お
い
て

患
児
間
の
感
染
を
防
御
す
る

た
め
、
独
立
し
た
出
入
り
口

を
も
つ
10
個
の
別
室
の
整

備
、
小
児
科
小
学
校
の
整
備

等
、
非
常
に
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
時
原
因
不
明

の
疾
患
と
し
て
治
療
に
難
渋

し
て
い
た
「
所
謂
髄
膜
炎
」

が
、
白
粉
に
よ
る
鉛
中
毒
で

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
さ
れ
、

そ
の
後
の
「
所
謂
髄
膜
炎
」

に
対
す
る
診
療
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
大
学

医
学
部
小
児
科
学
教
室
に

は
、
こ
の
よ
う
に
時
代
の
要

請
に
こ
た
え
る
べ
く
柔
軟
に

対
応
す
る
と
い
う
素
地
が
宿

っ
て
い
ま
す
。

京
都
大
学
医
学
部
小
児

科
に
は
、
臨
床
、
研
究
、
教

育
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

小
児
科
は
単
科
で
あ
り
な
が

ら
、
多
種
多
様
な
疾
患
を
内

包
し
ま
す
。
単
な
る
育
児
不

安
か
ら
、
先
進
医
療
開
発
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
難
治

性
疾
患
ま
で
、
守
備
範
囲
は

広
範
囲
で
す
。
さ
ら
に
、
家

族
や
地
域
な
ど
、
多
く
の
社

会
的
要
因
も
加
味
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、剛
直
な
臨
床
、

研
究
、
教
育
の
シ
ス
テ
ム
で

は
な
く
、
柔
軟
さ
を
併
せ
持

つ
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
に
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
教
室
の

先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
魂

を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
医
学
部
小
児
科

は
、
２
０
０
２
年
に
１
０
０

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
50
年

後
、
１
０
０
年
後
の
小
児
科

の
未
来
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
想
像
の
す
べ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
活
気
あ
る
着

実
な
一
歩
を
刻
み
続
け
、
待

ち
受
け
る
課
題
に
対
し
て

も
、
後
人
た
ち
が
力
を
併
せ

て
紐
解
い
て
く
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
小
児
科
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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友
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Ｆ
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Ｎ
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京
都
大
学
医
学
部
生
と
医

学
研
究
科
大
学
院
生
の
父
母

ら
を
中
心
と
し
た｢

京
都

大
学
医
学
部
校
友
会｣

の

第
３
回
総
会
が
、
五
月
晴
れ

の
中
５
月
２
日
（
日
）
午
後

１
時
か
ら
、
芝
蘭
会
館
本
館

｢

稲
盛
ホ
ー
ル｣

で
開
催
さ

れ
た
。

　

校
友
会
総
会
・
講
演
会
は

校
友
会
員
１
６
０
名
、
医
学

研
究
科
教
授
15
名
、
Ｋ
Ｍ
Ｙ

Ｉ
Ａ
受
賞
者
12
名
等
の
出
席

優秀論文の入賞者を表彰

を
得
て
開
催
さ
れ
、
稲
盛
ホ

ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
で

あ
っ
た
。

　

総
会
は
、
加
藤
正
昭
医
学

研
究
科
事
務
部
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
土
井
赳

校
友
会
会
長
か
ら
挨
拶
と
21

年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報

告
が
行
わ
れ
た
。
挨
拶
で
は

医
学
部
の
教
育
の
充
実
と
研

究
の
発
展
の
支
援
の
た
め

に
、
校
友
会
と
し
て
は
間
接

的
な
方
法
と
し
て
、
教
育
研

究
支
援
基
金
（
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
へ
の
貢
献
に
力
を

入
れ
、
基
金
の
事
業
で
あ
る

若
手
研
究
者
表
彰
の
支
援

や
、
学
生
会
館
の
完
成
に
向

け
て
、
さ
ら
に
活
動
を
推
進

し
た
い
の
で
会
員
の
協
力
を

求
め
る
旨
の
要
請
が
さ
れ

た
。
ま
た
、
報
告
は
、
い
ず

れ
も
会
員
の
拍
手
に
よ
っ
て

承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
光
山
正
雄
医
学
研

究
科
長
・
医
学
部
長
か
ら
、

学
生
厚
生
施
設
建
設
に
お
け

る
皆
さ
ん
の
多
く
の
寄
附
に

対
す
る
謝
辞
、
ま
た
さ
ら
な

る
支
援
を
お
願
い
す
る
旨
の

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
教
育
研
究
支
援
基

金
（
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）

の
支
援
事
業
と
し
て
、
京
都

大
学
医
学
部
に
所
属
す
る
院

生
、
研
究
生
等
を
対
象
と
し

た
表
彰
制
度｢

京
都
大
学
医

学
部
表
彰
制
度｣

の
創
設

に
よ
り
、
京
都
大
学
医
学
部

若
手
研
究
者
優
秀
論
文
賞
Ｋ

Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
の
受
賞
者
が
決
定

し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

今
年
は
Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ
発
表

後
初
め
て
の
総
会
と
な
り
、

平
成
20
年
度
５
名
、
平
成
21

年
度
７
名
の
受
賞
者
に
対
す

る
表
彰
式
が
併
せ
て
行
わ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
論
文
に

選
ば
れ
た
研
究
者
計
12
名
に

医学部生
116.2万円
0.6%

一般
1,034万円

5.5%

教職員
2292.5万円
12.1%

人間健康
科学科父母
527万円
2.8%

芝蘭会員
6297.6万円
33.2%

芝蘭会員
8706.3万円
45.9%

非芝蘭会員
1億248万円
54.1%

医学科父母
8,687万円
45.8%

寄附金
申込金額

1億8,954.3万円1億8,954.3万円

KMS-FUND寄附申込金額
平成 22年 5月 14日現在

校友会総会で行われた優秀論文表彰式

松
沢
教
授

特
別
講
演

　

４
先
生
の
講
演
後
、
高
橋

良
輔
教
授
に
よ
る
紹
介
を
受

け
、
稲
盛
ホ
ー
ル
で
京
都
大

学
霊
長
類
研
究
所
長
の
松
沢

哲
郎
教
授
の
講

演
「
新
し
い
霊

長
類
学
―
人
間

の
心
と
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
心
」

が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
、
霊

長
類
と
い
う
と
サ
ル
を
考
え

る
が
、
ヒ
ト
も
霊
長
類
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
は
ヒ
ト
科
に
属
す
る
こ
と

か
ら
話
を
始
め
ら
れ
た
。
人

間
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
赤
ち

ゃ
ん
を
比
較
す
る
と
き
決
定

的
に
違
う
の
は
、
人
間
の
赤

ち
ゃ
ん
は
仰
向
け
に
寝
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。「
人

間
は
寝
て
い
て
も
手
が
自
由

に
な
る
こ
と
で
、
進
化
を
遂

げ
ら
れ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら

目
と
目
が
合
い
、
い
ろ
い
ろ

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

す
」
と
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
、
松
沢
先
生
た
ち
が

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
ア
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果

か
ら
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
ア

イ
と
そ
の
子
供
の
ア
ユ
ム
の

数
字
の
瞬
間
記
憶
能
力
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
チ
ン
パ
ン

ジ
ー
の
ア
イ
と
ア
ユ
ム
に
１

か
ら
９
ま
で
の
数
字
を
順
に

平成21年京都大学医学部若手研究者優秀論文賞（KMYIA）受賞者

は
表
彰
状
と
副
賞
が
、
光
山

医
学
研
究
科
長
か
ら
授
与
さ

れ
、
格
調
の
高
い
総
会
と
な

っ
た
。（
平
成
21
年
度
の
受

賞
者
は
別
表
の
通
り
）

　

続
い
て
、
肝
胆
膵
・
移
植

外
科
学
の
上
本
伸
二
教
授
の

司
会
で
、
医
学
研
究
科
４
名

の
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
光
山
医
学
部
長
が

京
都
大
学
の
理
念
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
、「N

um
ber 

O
ne 

で
な
く
と
もO

nly 
O

ne 

た
れ
」「
京
都
大
学
医

学
部
の
学
生
で
あ
る
こ
と
を

誇
れ
、
さ
れ
ど
奢
る
な
。」

な
ど
と
話
さ
れ
、
聞
い
て
い

る
方
が
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。
良
い
医
療
人
と

共
に
次
世
代
に
繫
が
る
優
れ

た
研
究
者
の
輩
出
こ
そ
京
都

医学部校友会総会

21
年
度
は
7
人
受
賞

大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
使

命
で
あ
る
こ
と
も
強
調
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
対
す
る
取

り
組
み
、
施
策
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

次
に
、
教
育
改
革
に
取
り

組
ま
れ
た
、
医
学
教
育
推
進

セ
ン
タ
ー
長
、
平
出
敦
教
授

は
、医
学
部
の
機
構
改
革
と
、

優
秀
な
人
材
を
い
か
に
育
て

る
か
に
苦
慮
さ
れ
た
話
な
ど

で
、
現
代
の
若
者
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
、
特

に
知
ら
な
い
人
と
は
話
せ
な

い
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
入

学
直
後
琵
琶
湖
畔
で
開
催
さ

れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
鍛
え
る

取
り
組
み
等
も
紹
介
さ
れ

た
。

　

乳
腺
外
科
学
の
戸
井
雅

和
教
授
は
、
乳
が
ん
が

２
０
０
０
年
以
降
女
性
の
癌

発
症
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
こ

と
、
50
代
が
発
症
の
ピ
ー
ク

で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
、
イ

ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
多
く
と
る
こ

と
、
肥
満
を
避
け
る
な
ど
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
注
意
点
も

話
さ
れ
た
。

　

社
会
疫
学
の
木
原
正
博
教

授
か
ら
は
世
界
エ
イ
ズ
流
行

の
新
局
面
に
つ
い
て
、
ア
フ

リ
カ
、
欧
米
諸
国
が
現
在
小

康
状
態
を
保
っ
て
い
る
一

方
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国
、

中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
に
エ
イ

ズ
流
行
の
波
が
来
て
い
る
。

今
後
連
携
を
強
化
し
予
防
に

備
え
る
必
要
が
あ
り
、
今
後

10
年
く
ら
い
で
わ
れ
わ
れ
も

周
り
で
遭
遇
す
る
可
能
性
が

高
く
な
る
こ
と
を
警
告
さ
れ

た
。

教
え
る
。
パ
ネ
ル
に
ば
ら
ば

ら
の
位
置
に
約
０
・
７
秒
、

一
瞬
だ
け
数
字
を
写
し
た
後

に
す
ぐ
に
白
い
四
角
形
で
隠

し
て
し
ま
う
。
す
る
と
ア
イ

と
ア
ユ
ム
は
１
か
ら
９
の
配

置
を
記
憶
し
て
お
り
、
１
か

ら
９
の
順
に
配
置
さ
れ
て
い

た
四
角
を
タ
ッ
チ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
じ
こ
と
を
人

間
の
子
供
や
大
人
で
訓
練
し

て
も
と
て
も
０
・
７
秒
の
よ

う
な
短
い
時
間
で
そ
の
配
置

を
正
確
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
興
味
深

い
実
験
結
果
を
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
松
沢
先

生
は
、「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は

今
こ
の
瞬
間
の
み
に
生
き
て

お
り
、
人
間
は
進
化
の
過
程

で
こ
の
よ
う
な
能
力
を
失
う

代
わ
り
に
言
語
を
取
得
し
、

過
去
を
思
い
、
未
来
を
想
像

す
る
生
き
物
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
講
演
を
し
め

く
く
ら
れ
た
。

　

松
沢
先
生
の
講
演
は
お
話

だ
け
で
は
な
く
、
ア
フ
リ
カ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
の
子
供
が
母
親

の
真
似
を
し
て
木
の
実
を
石

を
使
っ
て
割
る
様
子
や
ア
イ

　「
卒
業
記
念
祝
賀
会
」

　

平
成
21
年
度
京
都
大
学
卒

業
式
が
３
月
24
日
（
水
）
に

京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め

っ
せ
」
で
挙
行
さ
れ
、
そ
れ

に
引
き
続
き
、
医
学
部
学
士

号
授
与
式
が
芝
蘭
会
館
・
稲

盛
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

医
学
部
長
・
光
山
正
雄
教

授
か
ら
の
祝
辞
、
学
士
号
授

与
の
後
、
山
内
ホ
ー
ル
に
て

校
友
会
主
催
の
「
卒
業
記
念

祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
光
山
医
学
部

長
を
含
む
教
授
、
卒
業
生

１
０
４
名
、
父
母
な
ど
関
係

者
92
名
の
ほ
か
２
０
０
名
を

超
え
る
盛
大
で
和
や
か
な
祝

賀
会
と
な
っ
た
。

　

光
山
医
学
部
長
か
ら
の
祝

辞
、
出
席
教
授
の
紹
介
後
、

土
井
赳
校
友
会
会
長
の
乾
杯

の
発
声
で
祝
賀
会
が
始
ま

り
、
京
都
大
学
医
学
部
音
楽

部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
室
内
楽

演
奏
の
中
、
懇
談
の
後
、
出

席
教
授
か
ら
の
祝
辞
、
卒
業

生
川
田
交
俊
さ
ん
、
篠
原
浩

さ
ん
か
ら
の
謝
辞
、
父
母
を

代
表
し
て
安
田
孝
様
か
ら
の

挨
拶
も
あ
り
、
和
服
姿
も
見

ら
れ
る
卒
業
記
念
祝
賀
会

は
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
上
本
伸
二
教
授（
肝
胆
膵
・

移
植
外
科
学
）
に
よ
る
閉
会

の
辞
に
よ
り
お
開
き
と
な
っ

た
。

　「
入
学
記
念
祝
賀
会
」

　

４
月
７
日
（
水
）
に
京
都

市
勧
業
館「
み
や
こ
め
っ
せ
」

で
行
わ
れ
た
平
成
22
年
度
京

都
大
学
入
学
式
の
後
、
芝
蘭

会
館
本
館
・
山
内
ホ
ー
ル
に

て
、
父
母
な
ど
関
係
者
を
交

え
て
の
校
友
会
主
催
の
「
入

学
記
念
祝
賀
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
光
山
医
学
部
長
か
ら

の
祝
辞
の
後
、
京
都
大
学
医

学
部
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
と

京
都
大
学
医
学
部
校
友
会
の

説
明
が
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

委
員
髙
橋
良
輔
教
授
よ
り
行

わ
れ
、
土
井
赳
校
友
会
会
長

の
乾
杯
の
発
声
で
祝
賀
会
が

始
ま
っ
た
。

　

祝
賀
会
は
、
京
都
大
学
医

学
部
音
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
室
内
楽
演
奏
の
中
、
出
席

者
が
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ

て
歓
談
し
た
後
、
出
席
教
授

の
紹
介
お
よ
び
祝
辞
、
在
校

生
の
伊
藤
寛
朗
（
５
年
生
）

さ
ん
か
ら
の
励
ま
し
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
父
母
を
代
表
し

て
清
水
良
和
様
、
長
野
公
昭

様
の
挨
拶
が
あ
り
、
教
授
、

学
生
１
０
９
名
、
父
母
な
ど

の
関
係
者
１
２
４
名
の
ほ
か

２
４
０
名
を
超
え
る
出
席
者

で
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
祝
賀

会
と
な
り
、
京
都
大
学
医
学

部
教
育
研
究
支
援
基
金
（
Ｋ

Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
委
員
長

の
中
尾
一
和
教
授
の
閉
会
の

辞
で
終
了
し
た
。

卒
業
・
入
学
の

祝
賀
会
を
開
催

　

医
学
部
教
育
研
究
支
援
基

金
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
は
設

立
よ
り
４
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
新
た
な
活
動
と
し
て
、

昨
年
か
ら
は
若
手
優
秀
論
文

表
彰
が
始
ま
り
、
ま
た
、
秋

に
は
学
生
会
館
の
竣
工
が
控

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

大
勢
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
よ
り
ま
し
て
こ
こ
ま

で
進
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
５
月
で
、
寄
附
申
込
者

１
１
５
６
名
、
寄
附
申
込
額

は
１
億
９
千
万
円
に
近
づ
き

ま
し
た
。
し
か
し
、総
工
費
、

維
持
費
等
財
務
面
で
は
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

校
友
会
、
芝
蘭
会
、
教
職
員

の
皆
様
に
は
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

松沢教授

と
ア
ユ
ム
の
学
習
の
様
子
を

動
画
を
使
っ
て
説
明
さ
れ
た

の
で
非
常
に
判
り
や
す
く
、

「
人
間
と
は
何
か
」
を
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
の
行
動
を
通
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

【基礎研究部門】
佐野　晃之　分子生物学　博士課程 ( 医学専攻）１年
論文題目：Regulation of the innate immune response by  
　　　　　threonine-phosphatase of Eyes absent 　
掲載雑誌：Nature Vol.460,520-524,2009

吉見　一人　実験動物学　修士課程（医科学専攻）２年
論文題目：Enhanced colitis-associated colon carcinogenesis 
　　　　　in a novel Apc mutant rat
掲載雑誌：Cancer Science Vol.100,2022-2027,2009

中西　秀雄　眼科学　博士課程 ( 医学専攻）４年　
	論文題目：A Genome-Wide Association Analysis Identified 
　　　　　a Novel Susceptible Locus for Pathological
　　　　　Myopia at　11q24.1
掲載雑誌：PLoS Genetics Vol.5,e1000660,2009

坂田　大治　神経・細胞薬理学　研究員
論文題目：Prostaglandin E2-EP4 signaling promotes immune 
　　　　　inflammation through Th1 cell differentiation and 
　　　　　Th17 cell expansion
掲載雑誌：Nature Medicine Vol.15,633-640,2009

【トランスレーショナルリサーチ部門】
平田　英周　脳神経外科学　博士課程 ( 医学専攻）４年
論文題目：Endogenous tenascin-C enhances glioblastoma 
　　　　　invasion with reactive change of surrouding brain 
　　　　　tissue
掲載雑誌：Cancer Science Vol.100,1451-1459,2009

木下　秀之　内分泌・代謝内科学　研修員
論文題目：T-Type Ca2+ Channel Blockade Prevents Sudden 　
　　　　　 Death in  Mice With Heart Failure
掲載雑誌：Circulation Vol.120,743-752,2009

日下部　徹　内分泌・代謝内科学　法務省職員
論文題目：Beneficial effects of leptin on glycaemic and lipid 　
　　　　 　control in a mouse model of type 2 diabetes with 　
　　　　　 increased adiposity induced by streptozotocin and 　
　　　　　 high-fat diet
掲載雑誌：Diabetologia Vol.52,675-683,2009
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平
成
22
年
３
月
20
日（
土
）

芝
蘭
会
館
別
館
に
於
い
て
芝

蘭
会
理
事
会
・
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

議
案
は
、（
１
）
平
成
22

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び

収
支
予
算
書（
案
）に
つい
て
、

（
２
）
泉
州
支
部
の
廃
会
に

つ
い
て
、（
３
）
芝
蘭
会
会
員

名
簿
の
作
成
に
つ
い
て
、（
４
）

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
移
行

に
つい
て
の
４
件
。
議
案（
１
）

に
つ
い
て
は
、
医
学
教
育
活

動
等
へ
の
助
成
や
学
生
の
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、

熱
心
な
議
論
の
上
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
議
案
（
２
）

に
つ
い
て
は
、
芝
蘭
会
泉
州

支
部
長
の
瀬
戸
評
議
員
（
市

立
岸
和
田
市
民
病
院
病
院

長
、
昭
和
52
年
卒
）
か
ら
、

芝
蘭
会
泉
州
支
部
を
解
散

し
、
大
阪
支
部
に
加
入
し
た

い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。
議
案

（
３
）
に
つ
い
て
は
、
会
員
名

簿
の
作
成
方
法
と
掲
載
内
容

は
、
平
成
20
年
度
版
の
編
集

方
針
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
承

認
さ
れ
た
。
議
案
（
４
）
に

つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
と

し
て
の
定
款
の
変
更
案
を
も

と
に
活
発
な
意
見
の
交
換
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
代
議

員
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
検
討
を
行
う
な
ど
、

継
続
審
議
と
な
っ
た
。

　

議
案
の
審
議
終
了
後
、
光

山
会
長
か
ら
「
京
都
大
学

医
学
部
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）」
の

寄
附
申
込
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

　平成 22 年度通常総会を下記の通り開催いた
します。
　開催には会員の 10 分の１以上の出席（委任
状を含む）を要しますので、お手数ながら、ご
出席願えない場合は、委任状に各議案に対す
る賛否をご指示のうえ記名捺印願い、総会日の
５日前までにご返送くださいますようお願いいた
します。

記

日　時　平成 22 年６月 26 日（土）  午後３時～
場　所　京都市左京区吉田牛ノ宮町 11-1 
　　　　芝蘭会館 別館
議　案　１）平成 21 年度事業報告及び
　　　　　　収支計算並びに
　　　　　　財産目録について
　　　　２）平成 22 年度事業計画及び
　　　　　　収支予算について
　　　　３）評議員の選任について
　　　　４）新公益法人制度への移行について

22 年度事業計画を承認
芝蘭会理事会・評議員会

芝蘭会館別館で行われた理事会・評議員会

「会員相互の親睦を期す」
設立時　唯一のスローガン

芝
蘭
会
の
原
点
を
検
証
す
る

　
「
明
治
三
十
九
年
、
に
ほ
ひ
草
な
る
芝
蘭
の
名
前
の
下
に
、
我
等
の
一
大
集
団
の
基
礎
が
確
立
し
た
。
以
来
二
十
四
星
霜
、

我
々
は
牢
固
た
る
芝
蘭
会
気
質
を
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
中
に
構
成
し
え
た
。
…
…
併
し
我
々
会
員
の
中
に
如
何
な
る
意
志

の
疎
通
を
図
る
機
関
が
あ
ろ
う
。
我
々
を
打
っ
て
一
丸
と
す
べ
き
、
如
何
な
る
原
動
力
が
存
在
し
よ
う
。
我
々
は
分
散
よ

り
結
成
に
向
か
っ
て
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
『
芝
蘭
会
会
員
相
互
の
親
睦
を
期
す
（
る
）』
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
に
先
輩
と
学
生
と
の
堅
き
結
合
の
契
機
と
な
り
、
偉
大
な
る
研
学
探
求
の
揺
籃
た
ら
ん
こ
と
を
祈
願
す
る
。
…
…
」。

こ
れ
は
昭
和
四
年
創
刊
の
芝
蘭
会
雑
誌
の
「
発
刊
に
際
し
て
」
に
記
さ
れ
た
文
章
の
一
部
で
あ
る
。「
会
員
相
互
の
親
睦
を

期
す
る
」
は
明
治
三
十
九
年
芝
蘭
会
設
立
時
の
会
則
に
唯
一
の
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、
芝
蘭
会

の
原
点
と
し
て
私
た
ち
が
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
、
次
代
に
伝
え
て
い
く
べ
き
理
念
で
あ
る
。

　
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
期
す

る
」
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ど
の

よ
う
な
期
待
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
？　

広
辞
苑
で
は「
親
睦
」

「
期
す
る
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
「
親

し
み
合
う
こ
と
、
な
か
よ
く
す

る
こ
と
」「
約
束
す
る
、
ち
ぎ

る
」
と
あ
る
の
で
「
会
員
が
互

い
に
仲
良
く
す
る
こ
と
を
ち
ぎ

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

当
初
の
芝
蘭
会
雑
誌
に
は
毎

号
親
睦
旅
行
の
記
事
が
満
載
さ

れ
て
お
り
、
肌
で
触
れ
合
う
交

流
を
大
切
に
し
て
い
た
。
そ
し

て
そ
の
家
族
的
な
雰
囲
気
を
維

持
し
よ
う
と
し
た
が
、
年
を
追

っ
て
会
員
数
が
増
加
し
、
密
接

な
コ
ン
タ
ク
ト
が
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
た
め
、芝
蘭
会
雑
誌
・

会
報
や
支
部
総
会
が
親
睦
維
持

の
た
め
の
貴
重
な
手
段
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
十
六
年
に
は
、
芝
蘭
会

を
単
な
る
親
睦
団
体
よ
り
引
き

上
げ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
計

る
と
同
時
に
、
会
員
相
互
の
向

上
と
練
磨
を
計
る
団
体
と
決
議

さ
れ
た
。

　

偉
大
な
る
芝
蘭
会
先
輩
達
は

沈
滞
す
る
芝
蘭
会
の
活
性
化
の

た
め
、
会
員
の
一
致
団
結
を
目

指
し
て
弛
ま
ぬ
努
力
を
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
未
だ
そ
の
道
は

遠
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　
　

◇

　
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
期
す

る
」
を
今
流
に
解
釈
し
よ
う
と

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
キ
ー
ワ

ー
ド
が
浮
か
ぶ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
、
組
織
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
、
帰
属
意
識
、
人
脈
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
等
々
。

　

芝
蘭
会
雑
誌
創
刊
号
「
発
刊

に
際
し
て
」
に
お
い
て
注
目
す

べ
き
記
述
が
あ
る
。

　
「
分
散
よ
り
集
団
へ
、
集
団

よ
り
社
会
へ
、
生
活
意
識
の
存

在
す
る
所
。
そ
こ
に
力
強
い
連

鎖
を
生
ず
る
は
当
然
の
理
で
あ

る
」、
こ
の
一
文
の
中
に
は
、

前
掲
の
全
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

包
含
さ
れ
て
い
る
。
芝
蘭
会
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
捉
え
、
強

力
な
連
携
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
未
来
志
向
の
意
識
が
八
十
年

前
の
芝
蘭
会
に
お
い
て
既
に
芽

生
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

芝
蘭
会
は
京
大
医
学
部
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
そ
れ
に
は
京
大
医
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
芝

蘭
会
が
、
共
通
の
言
語
と
し
て

の
「
存
在
感
」
が
認
識
さ
れ
る

こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
大
学
と
芝
蘭
会
の
連

携
に
お
い
て
も
実
行
さ
れ
て
い

る
。
十
三
回
目
を
迎
え
た
芝
蘭

会
臨
床
懇
話
会
（
九
回
目
か
ら

京
大
病
院
臨
床
懇
話
会
と
改

名
）
は
、
大
学
と
芝
蘭
会
が
協

力
し
て
大
学
病
院
の
発
展
の
た

め
に
貢
献
す
る
、（
両
者
の
役

割
を
組
み
合
わ
せ
意
味
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
最
適
の
形
で

推
進
す
る
）
社
会
工
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

芝
蘭
会
が
発
展
す
る
た
め
の

活
動
の
主
役
は
芝
蘭
会
会
員
で

あ
る
。
会
員
（
会
費
納
入
者
）

数
の
増
加
は
芝
蘭
会
成
長
の
重

要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　

芝
蘭
会
会
員
（
会
費
納
入

者
）
数
の
経
緯
を
見
る
と
、
平

成
十
五
年
度
が
六
千
二
百
人
、

十
六
年
度
五
千
七
百
人
、
十
七

年
度
六
千
五
百
人
、十
八
年
度
・

十
九
年
度
五
千
五
百
人
、
二
十

年
度
六
千
二
百
人
で
あ
り
全
体

と
し
て
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ

な
い
。
芝
蘭
会
名
簿
に
記
載
さ

れ
た
会
員
数
の
半
数
程
度
が
実

質
会
員
と
い
う
現
状
で
あ
り
、

実
質
会
員
数
を
増
や
す
方
策
が

必
要
で
あ
る
。

　拝啓　会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び
申し上げます。
　さて、本年は芝蘭会会員名簿の刊行の年にあたり、
平成 22 年 11 月末の刊行に向けて編集作業を進めて
おります。つきましては、今回、会員の皆様のとこ
ろへ「会員名簿調査確認書」（郵便はがき）及び、会
員名簿購入申込用紙等をお送りさせていただきます。
　会員名簿は、芝蘭会活動を活発化し、また、会員
相互の親睦と交流を深めるためには、必要不可欠の
ものであり、名簿掲載内容の充実が求められます。

芝蘭会会員名簿（６９回・２０１０年版）の刊行について
会員登録の確認調査にご協力ください。

それには、会員の皆様のご支援、ご協力がぜひとも
必要であります。
　前記「会員名簿調査確認書」を、必ず芝蘭会事務
局へご返送くださいますよう、何卒よろしくお願い
申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　敬具
平成 22 年 6 月

　
　　　　　社団法人芝蘭会   会長   光山 正雄　

　

　

京
大
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
向
け
て
芝
蘭
会
の
今
後
の

役
割
を
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
示
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　

芝
蘭
会
設
立
当
時
は
医
学
部

学
生
の
芝
蘭
会
に
対
す
る
関
心

は
大
き
く
、
芝
蘭
会
と
学
生
と

の
繋
が
り
は
確
固
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　

芝
蘭
会
の
将
来
を
考
え
る
と

き
、
学
生
の
大
学
に
対
す
る
帰

属
意
識
の
高
ま
り
は
大
き
な
資

産
と
な
る
。

　

大
学
に
対
す
る
帰
属
意
識
は

在
学
中
か
ら
涵
養
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
学
生
と
し
て
将
来
に

わ
た
り
大
学
や
同
窓
会
と
の
関

係
を
持
ち
続
け
た
い
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
彼
ら
は
、

大
学
は
自
分
た
ち
の
も
の
で
あ

る
と
意
識
し
大
学
を
支
え
よ
う

と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

京
都
大
学
の
卒
業
生
は
大
学

へ
の
帰
属
意
識
が
希
薄
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
の
は
何
故
な
の

か
？
「
自
由
の
学
風
」
は
、
京

都
大
学
の
「
輝
く
個
性
」
と
し

て
今
後
も
継
承
・
発
展
さ
せ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
自
由
の

名
の
も
と
に
団
結
す
る
こ
と
を

忘
れ
一
匹
狼
的
に
な
り
、「
団

結
し
な
い
京
大
気
質
」
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？

　
（
終
わ
り
に
あ
た
り
芝
蘭
会

の
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た

芝
蘭
会
雑
誌
部
の
方
々
、
資
料

の
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

芝
蘭
会
事
務
局
長
の
山
田
均
様

に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。）

次代に伝えるべき理念
自
由
の
名
の
も
と
に

団
結
忘
れ
た
気
質
？

　
　

─
─
─
─
─　

芝
蘭
会
理
事　
中 

安　

顕
（
昭
和
41
年
卒
）

６月26日に芝蘭会総会
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こ
れ
に
対
し
て
芝
蘭
会
の

支
部
総
会
は
毎
年
開
か
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
医

学
部
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が

伺
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
芝
蘭
会
島
根
支
部

で
す
が
、
10
年
前
は
１
０
０

名
ほ
ど
会
員
が
い
た
の
に
現

在
は
94
名
し
か
い
な
い
そ
う

で
す
。
島
根
支
部
と
し
て
は

芝
蘭
会
の
繁
栄
の
た
め
に
ぜ

ひ
と
も
若
い
先
生
に
お
越
し

い
た
だ
い
て
ほ
し
い
そ
う
で

す
。
ま
た
、
芝
蘭
会
の
支
部

総
会
と
し
て
も
、
若
い
先
生

が
少
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

島
根
支
部
の
当
番
幹
事
は

松
江
市
と
出
雲
市
の
交
代
な

の
で
す
が
、
来
年
は
松
江
日

赤
の
病
院
長
に
就
任
な
さ
っ

た
秦
先
生
が
当
番
世
話
人
を

な
さ
る
こ
と
が
こ
の
総
会
で

決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
京
都
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
呼
吸
器
内
科

学
教
授
で
あ
る
三
嶋
先
生
に

よ
る
、
京
大
の
近
況
報
告
と

特
別
講
演
が
始
ま
り
ま
し

た
。
近
況
報
告
は
、
運
営
・

平
成
21
年
11
月
21

日
（
土
）、
ラ
ピ

タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ
ス
に

て
芝
蘭
会
島
根
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県

立
中
央
病
院
院
長
の
中
山
先

生
の
司
会
の
も
と
、
支
部
長

の
中
川
先
生
の
挨
拶
か
ら
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
中
川
先
生

［
島
根
］

は
先
月
島
根
の
京
大
会
と
い

う
京
大
全
体
の
Ｏ
Ｂ
会
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
こ
れ
は
11
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。な
お
、

そ
の
会
で
は
医
学
部
の
人
数

が
一
番
多
い
と
の
こ
と
で
恒

松
先
生
が
会
長
に
就
任
な
さ

っ
た
そ
う
で
す
。

参
加
者
増
に
う
れ
し
い
悲
鳴

厚
労
行
政
や
不
妊
治
療
学
ぶ

アカデミックな雰囲気で

島根支部総会記念撮影

東京支部総会記念撮影

教
育
・
研
究
体
制
に
つ
い
て

や
、
寄
付
に
よ
り
設
立
さ
れ

る
新
病
棟
に
つ
い
て
で
し

た
。
ま
た
、
京
大
校
友
会
と

い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
よ
う
な
組
織

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
支
部

会
員
の
先
生
方
か
ら
の
質
問

と
し
て
は
、
Ｍ
Ｄ
‐
Ｐ
Ｈ
Ｄ

コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
最
近
の

男
女
比
や
出
身
地
、
マ
ッ
チ

ン
グ
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て

で
し
た
。
京
大
生
は
２
年
間

外
病
院
研
修
を
す
る
と
３
年

目
に
は
な
か
な
か
帰
っ
て
こ

な
い
も
の
の
、
大
学
院
生
と

し
て
全
部
で
か
な
り
の
人
数

が
帰
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

特
別
講
演
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

の
基
礎
と
臨
床
」
と
い
う
題

目
で
し
た
。
今
年
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
改
定
さ
れ
て
有
害
物

質
の
項
に
「
タ
バ
コ
の
煙
を

主
と
す
る
」
と
い
う
文
面
が

付
け
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

三
嶋
先
生
い
わ
く
日
本
呼
吸

器
学
会
は
タ
バ
コ
を
目
の
敵

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
最

近
で
は
テ
オ
フ
ィ
リ
ン
の
効

果
が
実
証
さ
れ
た
り
、
チ
オ

ト
ロ
ピ
ウ
ム
の
副
作
用
が
否

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

定
さ
れ
た
り
と
治
療
法
が
増

え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
呼
吸
器
で
は
難
し
い

と
い
わ
れ
て
い
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
も
、
今
で
は
病
変
細
胞
の

再
生
に
使
っ
た
り
と
研
究
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
他

の
疾
患
と
の
関
係
が
深
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
罹
患
率

が
高
か
っ
た
り
、
重
症
化
す

る
の
で
全
身
疾
患
と
い
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

質
問
時
間
に
は
、
実
験
内

容
に
関
す
る
質
問
や
、
再
生

に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
幅
広

く
な
さ
れ
ま
し
た
。
治
験
に

使
わ
れ
る
マ
ウ
ス
は
一
週

間
は
タ
バ
コ
を
嫌
が
る
も

の
の
、
そ
れ
以
後
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
が
喜
ん
で
吸
う
そ

う
で
す
。
遺
伝
子
と
の
関
係

に
関
す
る
質
問
も
出
ま
し
た

が
、
目
下
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
る
段
階
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん

の
質
問
が
出
て
、
と
て
も
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
な

か
、
三
嶋
先
生
も
熱
心
に
お

答
え
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
は
、
懇
親
会

へ
と
移
り
ま
し
た
。
ま
ず
三

嶋
先
生
の
お
話
で
し
た
が
、

中
山
先
生
と
同
級
生
だ
っ
た

話
に
始
ま
り
、
あ
ま
り
真
面

目
で
は
な
か
っ
た
学
生
生
活

に
つ
い
て
な
ど
、
偉
大
な
先

生
と
は
思
え
な
い
面
白
い
お

話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
他
の
先
生
方

も
順
に
近
況
報
告
な
さ
い
ま

し
た
が
、
総
じ
て
人
員
不
足

で
困
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
科
が
閉
鎖
さ
れ
た
り
、

た
っ
た
一
人
で
ま
わ
し
て
い

た
り
、
地
域
医
療
の
崩
壊
が

始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
大
先
輩

方
に
囲
ま
れ
て
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
出
雲
の
観
光
案

内
を
さ
れ
た
り
、
和
気
藹
々

と
私
た
ち
学
生
に
も
話
し
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
に
し
て
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
進
行
し
、
惜

し
ま
れ
な
が
ら
も
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。（
文
責
：
３

回
生　

宗
宮
伸
弥
）

平
成
22
年
２
月
11

日
（
木
・
祝
）、

兵
庫
県
医
師
会
館
に
て
学
術

講
演
会
お
よ
び
神
戸
支
部
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
１
０
０
名
近
く
、
と
て

も
大
き
な
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

神
戸
支
部
長
で
あ
る
吉
田

先
生
の
挨
拶
に
よ
り
会
は
始

ま
り
ま
し
た
。
最
初
は
京
都

大
学
医
学
部
医
学
研
究
科
呼

吸
管
理
睡
眠
制
御
講
座
の
教

授
で
あ
る
、
陳
和
夫
先
生
の

［
神
戸
］

ご
講
演
で
し
た
。
座
長
は
神

戸
中
央
市
民
病
院
の
富
井
先

生
が
な
さ
い
ま
し
た
。
演
目

は
「
睡
眠
時
無
呼
吸
を
含
む

睡
眠
呼
吸
障
害
と
そ
の
対

策
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

睡
眠
呼
吸
障
害
の
う
ち
閉
塞

性
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に

つ
い
て
が
中
心
で
し
た
。

　

一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｓ
と
糖
尿
病
・
高
血
圧
な

ど
が
要
因
に
な
り
、
そ
れ
ら

と
あ
い
ま
っ
て
重
症
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
二
つ

目
は
一
般
的
に
注
目
さ
れ
る

血
中
酸
素
濃
度
で
は
な
く
、

血
中
二
酸
化
炭
素
濃
度
に
注

目
し
て
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

の
考
察
で
し
た
。
酸
素
を
投

与
し
て
も
酸
素
過
剰
と
な
っ

て
換
気
率
が
お
ち
て
二
酸
化

炭
素
濃
度
が
過
剰
に
な
る
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

三
つ
目
は
呼
吸
反
射
が
鈍

る
Ｒ
Ｅ
Ｍ
睡
眠
と
Ｓ
Ａ
Ｓ
の

関
係
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

治
療
法
が
存
在
す
る
も
の

の
、
ま
だ
出
来
て
日
の
浅
い

科
で
あ
る
た
め
、
保
険
診
療

外
の
も
の
も
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

続
い
て
京
都
大
学
医
学
部

医
学
研
究
科
外
科
学
講
座
・

肝
胆
膵
移
植
外
科
分
野
の
教

授
で
あ
る
上
本
伸
二
先
生
の

ご
講
演
で
し
た
。

　

座
長
は
神
戸
中
央
市
民
病

院
の
細
谷
先
生
へ
と
か
わ
り

ま
し
た
。
な
お
、
陳
先
生
と

上
本
先
生
は
共
に
昭
和
56
年

卒
業
だ
そ
う
で
す
。
演
目
は

「
肝
移
植
の
現
状
と
将
来
展

望
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
移
植

外
科
の
特
徴
で
し
た
。
移
植

と
は
患
者
の
医
療
ア
ク
セ
ス

権
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
、

倫
理
的
な
問
題
が
あ
っ
た
り

と
他
の
科
と
は
違
う
特
徴
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
た

だ
、
日
本
で
は
他
の
先
進
国

の
お
よ
そ
１
％
し
か
ド
ナ
ー

が
い
な
い
の
で
海
外
に
頼
る

し
か
な
い
の
が
現
状
だ
そ
う

で
す
。

　

二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
肝
臓

移
植
に
よ
っ
て
Ｂ
型
肝
炎
が

感
染
し
た
と
い
う
事
例
か

ら
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解

明
さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
し

た
。

　

ま
た
Ｃ
型
は
移
植
後
の
感

染
で
は
再
発
率
が
高
く
、
進

行
も
早
い
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
現
在
Ｓ
Ｖ
Ｒ
率
は
50

％
程
度
ま
で
あ
が
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま

す
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
第

一
楼
へ
と
場
所
を
移
し
て
、

引
き
続
き
総
会
と
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
神
戸
支
部

長
の
吉
田
先
生
の
挨
拶
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
陳
先
生
が
ご
挨
拶

さ
れ
、
上
本
先
生
が
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
京
都
大
学
医
学

部
の
近
況
を
ご
紹
介
な
さ
い

ま
し
た
。
特
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
あ

た
る
校
友
会
は
衝
撃
的
な
も

の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

初
参
加
会
員
の
紹
介
、
会

計
報
告
を
終
え
、
乾
杯
の
音

頭
と
と
も
に
懇
親
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
初
83
名
の
参
加

予
定
で
し
た
が
、
当
日
参
加

者
が
増
え
１
０
０
名
近
く
な

っ
た
た
め
椅
子
が
た
り
な
く

な
り
、
幹
事
の
先
生
方
は
う

れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

神
戸
支
部
の
特
徴
は
比
較

的
若
い
先
生
方
が
多
く
、
全

体
の
人
数
が
多
い
た
め
お
よ

そ
４
世
代
に
も
わ
た
る
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
と
お
話
で

き
る
こ
と
が
最
大
の
強
み
だ

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
初
参
加
の
先
生
も

毎
年
何
名
か
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
今
年
い
か
れ
な
か
っ

た
方
も
敷
居
が
低
い
の
で
来

年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

先
生
方
も
ご
高
名
な
方
が

多
い
中
、
和
気
藹
々
と
、
学

生
に
も
積
極
的
に
話
し
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
神
戸
中
央
市
民
病
院

院
長
の
北
先
生
は
、
普
段
の

威
厳
あ
る
様
子
か
ら
は
想
像

も
で
き
な
い
よ
う
な
面
白
い

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
終
始

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で

進
行
し
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
：
３
回
生　

宗
宮
伸

弥
）

平
成
22
年
２
月
13

日
（
土
）、
学
士

会
館
に
て
、
平
成
21
年
度
芝

蘭
会
東
京
支
部
総
会
な
ら
び

に
第
８
回
京
都
大
学
健
康
科

学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
支
部
長
の
日
野
原

重
明
先
生
の
挨
拶
で
始
ま
り

ま
し
た
。

京
都
大
学
か
ら
は
、
芝

蘭
会
会
長
の
光
山
正
雄
先
生

が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
挨
拶
と

京
都
大
学
医
学
部
の
運
営
体

制
・
学
生
会
館
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
二
つ
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目

は
、
首
藤
健
治
先
生
（
厚
生

労
働
省
大
臣
政
務
官
室
調
査

官
、
京
大
医
・
平
成
３
年
卒

業
）
に
よ
る
、「
最
近
の
厚

生
労
働
行
政
の
動
き
か
ら
」

で
し
た
。医
療
政
策
の
現
状
、

そ
し
て
舛
添
大
臣
（
当
時
）

の
も
と
で
の
「
安
心
と
希
望

の
医
療
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

つ
い
て
の
、
舛
添
大
臣
の
も

と
で
働
い
て
い
た
首
藤
先
生

な
ら
で
は
の
大
変
興
味
深
い

内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
し
た
。

　

次
に
二
つ
目
は
、
辰
巳
賢

一
先
生
（
梅
ヶ
丘
産
婦
人
科

院
長
、
京
大
医
・
昭
和
54
年

卒
業
）
に
よ
る
、「
不
妊
治

療
最
前
線
」
で
し
た
。
不

妊
治
療
が
医
療
と
し
て
成

立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
で

あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
排
卵

誘
発
剤
が
治
療
に
使
わ
れ
始

め
た
そ
う
で
す
。
70
年
代

に
、
顕
微
鏡
を
使
っ
て
閉
塞

し
た
卵
管
を
開
通
さ
せ
る
顕

微
鏡
下
手
術
が
開
発
さ
れ
ま

す
が
、
当
時
は
不
妊
治
療
に

よ
る
妊
娠
の
確
率
は
決
し
て

高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
に
一
大
変
革

を
も
た
ら
し
た
の
が
「
体
外

受
精
・
胚
移
植
法
」
の
登

場
。
体
外
受
精
は
、
不
妊
の

原
因
で
あ
る
閉
塞
し
た
卵
管

を
使
わ
ず
に
、
体
外
で
卵
子

と
精
子
を
受
精
さ
せ
る
方
法

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
高
度
医
療
を

「
生
殖
補
助
医
療
」
と
総
称

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
辰
巳
先
生
は
、
日
本
で

本
格
的
に
体
外
受
精
へ
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
86
年
ご

ろ
か
ら
、
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
不
妊
治
療

に
熱
意
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。「
当
時
は
、
体
外
受

精
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は

珍
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

で
は
出
生
児
の
１
０
０
人
に

１
人
が
体
外
受
精
に
よ
る
妊

娠
で
す
。
不
妊
治
療
を
受
け

る
女
性
の
意
識
も
変
わ
り
、

生
殖
補
助
医
療
に
対
す
る
抵

抗
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
」
と
、
辰
巳
先
生
は
時
代

の
変
化
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
写
真
撮
影
を
終

え
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
野
原
重
明
先
生
の
乾

杯
の
音
頭
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
支
部
長
の
日
野
原
先
生

は
、
99
歳
と
い
う
ご
高
齢
で

あ
り
な
が
ら
も
現
役
の
医
師

と
し
て
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
参
加
さ
れ
て

い
る
先
生
方
の
近
況
報
告
を

兼
ね
た
挨
拶
も
あ
り
、
興
味

深
い
お
話
を
た
く
さ
ん
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
い
ろ
い
ろ
な
先
生
に

話
し
か
け
て
い
た
だ
き
、
今

と
は
違
う
当
時
の
京
大
の
様

子
や
関
東
の
病
院
の
様
子
に

つ
い
て
も
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
東
京
支
部
は
と
て

も
人
数
が
多
く
、
総
会
に
も

た
く
さ
ん
の
先
生
方
が
参
加

し
て
お
ら
れ
、
懇
親
会
は
と

て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。そ

し
て
会
は
終
始
盛
況

と
な
り
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
の
ま
ま
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
文
責
：
３
回

生　

中
村
有
輝
）

［
東
京
］
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お
よ
そ
わ
か
っ
て
き
た
と
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
講
演

の
終
了
後
に
は
活
発
に
質
疑

応
答
が
交
わ
さ
れ
、
活
気
あ

る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
場
所
を

移
し
て
総
会
・
懇
親
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
支
部
長
小
西
先
生

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
会
計
の

直
川
先
生
に
よ
る
会
計
報

告
、
光
山
先
生
に
よ
る
京
都

大
学
病
院
の
現
況
と
順
次
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
日
本
赤
十
字
社

和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉

院
長
前
川
先
生
の
乾
杯
の
音

頭
で
始
ま
り
ま
し
た
。
会
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

先
生
方
は
わ
れ
わ
れ
学
生
に

も
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く

だ
さ
り
、
大
先
輩
方
の
学
生

時
代
の
こ
と
や
、
日
本
赤
十

字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

で
の
研
修
医
期
間
の
話
な

ど
、
非
常
に
た
め
に
な
る
話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
会
が
進
行
す
る
と
、
一

人
ず
つ
自
己
紹
介
と
い
う
こ

と
で
順
番
に
マ
イ
ク
が
ま
わ

さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
話
を
さ

れ
る
先
生
も
お
ら
れ
非
常
に

盛
り
上
が
り
、
光
山
先
生
も

饒
舌
に
話
を
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
宴
も
た
け
な

わ
と
な
り
、
会
は
惜
し
ま
れ

な
が
ら
も
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
意

を
も
っ
て
、
和
歌
山
支
部
総

会
・
懇
親
会
の
報
告
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
３
回
生　

山
田
直

生
）

平
成
22
年
２

月
14
日（
日
）、

ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル

和
歌
山
に
て
、
芝
蘭
会
和
歌

山
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
部
長
で
あ
る
日
本
赤
十

字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー

院
長
小
西
先
生
の
挨
拶
か
ら

学
術
講
演
会
は
始
ま
り
、
同

副
院
長
で
あ
る
百
井
先
生
司

会
の
も
と
で
進
め
ま
し
た
。

　

学
術
講
演
会
で
は
京
都
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
長
で

あ
る
光
山
先
生
が
招
か
れ
、

「
細
菌
の
感
染
戦
略
に
関
す

る
新
た
な
知
見
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
術
講
演
会
に
は
医
師
だ

け
で
な
く
看
護
師
の
方
々
な

ど
が
多
数
出
席
し
て
お
ら

れ
、
会
場
は
満
員
御
礼
の
状

況
で
し
た
。
光
山
先
生
も
看

護
師
の
方
に
も
わ
か
り
や

す
く
話
す
と
の
こ
と
で
し

た
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て

［
和
歌
山
］

は
、
病
原
性
の
説
明
か
ら
始

ま
り
、
最
近
の
侵
入
因
子
で

あ
る
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｓ(T

ype

Ⅲ 
Secretion System

)

に

力
を
入
れ
て
説
明
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
ニ
ー
ド
ル

と
シ
リ
ン
ジ
の
よ
う
な
構

造
で
、
細
胞
内
に
エ
フ
ェ

ク
タ
ー
タ
ン
パ
ク
を
注
入

し
、
ア
ク
チ
ン
を
再
編
成
す

る
こ
と
で
細
胞
内
に
侵
入
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
次
に
食

細
胞
に
よ
る
殺
菌
の
機
構
を

説
明
さ
れ
た
後
、
そ
の
殺
菌

か
ら
逃
れ
る
エ
ス
ケ
ー
プ
機

構
を
持
つ
細
胞
内
寄
生
菌
に

つ
い
て
話
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

結
核
菌
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ

と
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
な

が
ら
、
最
新
の
分
子
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
光
山
先
生
が
長

年
研
究
し
て
お
ら
れ
る
リ
ス

テ
リ
ア
に
つ
い
て
も
そ
の
エ

ス
ケ
ー
プ
機
構
に
つ
い
て
お
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合
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、
福
田
宗
寛
、
勝
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（
以
上
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回
生
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、

山
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直
生
、
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、
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山
田　

均

総
務
課
長　

秋
山
和
美

管
理
課
長　

松
本　

悼

原 稿 募 集 平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取扱いに厳しい制約が課せら
れました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い
合わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752 -4015）

●事務局から●

雲井　健雄	 （昭和 24 年卒）	 平成 21 年 12 月 2 日	 ご逝去
越　　哲也	 （昭和 24 年卒）	 平成 21 年 9 月 8 日	 ご逝去
鎌田昭二郎	 （昭和 24 年専卒）	 平成 22 年 2 月 3 日	 ご逝去
伊達　慶宗	 （昭和 24 年専卒）	 平成 22 年 4 月 26 日	 ご逝去
山下　俊明	 （昭和 26 年専卒）	 平成 21 年 6 月 5 日	 ご逝去
辻野　博之	 （昭和 27 年卒）	 平成 22 年 3 月 3 日	 ご逝去
日野　健三	 （昭和 28 年薬卒）	 平成 21 年 11 月 18 日	 ご逝去
佐々木　博	 （昭和 29 年卒）	 平成 22 年 3 月 24 日	 ご逝去
室賀　龍夫	 （昭和 32 年卒）	 平成 21 年 10 月 20 日	 ご逝去
津本　洋一	 （昭和 33 年卒）	 平成 22 年 3 月 17 日	 ご逝去

井上　道則	 （昭和 16 年 12 月卒）	 平成 22 年 2 月 12 日	 ご逝去
山形栄一郎	 （昭和 16 年 12 月卒）	 平成 20 年 11 月 15 日	 ご逝去
森　　　喬	 （昭和 17 年専卒）	 平成 22 年 2 月 11 日	 ご逝去
光藤　由己	 （昭和 18 年卒）	 平成 22 年 4 月 13 日	 ご逝去
元山　　登	 （昭和 18 年卒）	 平成 21 年 4 月 24 日	 ご逝去
木下　哲次	 （昭和 19 年卒）	 平成 22 年 4 月 27 日	 ご逝去
森田　雅夫	 （昭和 19 年卒）	 平成 22 年 3 月 2 日	 ご逝去
千田　重男	 （昭和 21 年薬卒）	 平成 14 年 12 月 23 日	 ご逝去
飯塚　　治	 （昭和 22 年卒）	 平成 21 年 9 月 1 日	 ご逝去
西村儀一郎	 （昭和 23 年専卒）	 平成 18 年 11 月 28 日	 ご逝去

会 員 訃 報 謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

山本　幹男	 （昭和 33 年薬卒）	 平成 20 年 12 月 7 日	 ご逝去
安藤太一郎	 （昭和 35 年卒）	 平成 22 年 1 月 16 日	 ご逝去
真城　　巌	 （昭和 40 年卒）	 平成 22 年 1 月 7 日	 ご逝去
扇谷　　明	 （昭和 47 年卒）	 平成 22 年 3 月 14 日	 ご逝去
今井　眞人	 （昭和 48 年卒）	 平成 21 年 5 月 15 日	 ご逝去
岸谷　幹夫	 （教室会員 病理学）	 平成 21 年 11 月 12 日	 ご逝去
上田　　治	 （教室会員 精神科）	 平成 21 年 7 月 23 日	 ご逝去
木村　幾生	 （教室会員 放射能・核医学）	 平成 19 年 10 月 28 日	 ご逝去

人 事 異 動

H22.2.28	 飯沼　由嗣	 辞職	 臨床病態解析学臨床病態検査学准教授より			 
			   金沢医科大学教授へ	
H22.2.28	 土井隆一郎	 辞職	 外科学肝胆膵・移植外科学准教授より			  　	
			   大津赤十字病院外科部長へ	
H22.2.28	 宇谷　厚志	 辞職	 皮膚生命科学皮膚科学准教授より			   　	
			   長崎大学教授へ	
H22.2.28	 堀内　久徳	 辞職	 内科学循環器内科学分野講師より		
			   東北大学教授へ	
H22.2.28	 尾池　文隆	 辞職	 外科学肝胆膵・移植外科学助教より		
			   三菱京都病院消化器外科医師へ	
H22.3.1	 平家　俊男	 昇任	 発生発達医学発達小児科学准教授より
			   同教授へ
H22.3.15	 是枝 　　哲	 辞職	 皮膚生命科学皮膚科学講師より				  
			   関西医科大学へ　		
H22.3.16	 松村　由美	 昇任	 病院助教より皮膚生命科学皮膚科学講師へ
H22.3.16	 高橋　英彦	 採用	 放射線医学総合研究所主任研究員より
			   脳病態生理学精神医学講師へ
H22.3.31	 鍋島　陽一	 定年退職	 腫瘍生物学腫瘍生物学教授
H22.3.31	 真鍋　俊明	 定年退職	 基礎病態学発生病態学教授
H22.3.31	 乾　　賢一	 定年退職	 薬剤部教授
H22.3.31	 淀井　淳司	 定年退職	 ウイルス研究所教授		
H22.3.31	 松森　　昭	 定年退職	 内科学循環器内科学准教授				  
H22.3.31	 渡邊　直樹	 辞職	 高次脳科学神経・細胞薬理学准教授より			 
			   東北大学教授へ		
H22.3.31	 谷口　善仁	 辞職	 遺伝医学放射線遺伝学准教授より				  
			   慶応義塾大学講師へ		
H22.3.31	 大森　　崇	 辞職	 健康解析学医療統計学准教授より				  
			   同志社大学准教授へ		
H22.3.31	 野瀬　謙介	 辞職	 感覚運動系外科学形成外科学准教授より			 
			   城北病院副院長へ		
H22.3.31	 大久保憲一	 辞職	 器官外科学呼吸器外科学准教授より				  
			   東京医科歯科大学教授へ		
H22.3.31	 高橋　建造	 辞職	 皮膚生命科学皮膚科学講師より				  
			   琉球大学准教授へ		
H22.3.31	 岡本　晋弥	 辞職	 外科学肝胆膵・移植外科学講師より				  
			   大津赤十字病院小児外科部長へ

H22.3.31	 伊丹　　淳	 辞職	 外科学消化管外科学講師より			 
			   西神戸医療センターへ		
H22.3.31	 依藤　　亨	 辞職	 発生発達医学発達小児科学講師より			 
			   大阪市立総合医療センターへ		
H22.4.1	 久場　博司	 昇任	 生命科学系キャリアパス形成ユニット講師より
			   高次脳科学神経生物学准教授へ
H22.4.1	 小川　　正	 昇任	 高次脳科学認知行動脳科学講師より
			   同准教授へ	
H22.4.1	 石崎　敏理	 昇任	 高次脳科学神経・細胞薬理学助教より
			   同准教授へ			 
H22.4.1	 寒水　孝司	 採用	 大阪大学特任准教授（常勤）より
			   健康解析学医療統計学准教授へ
H22.4.1	 藤本　新平	 昇任	 内科学糖尿病・栄養内科学講師より
			   同准教授へ
H22.4.1	 髙倉　俊二	 昇任	 検査部講師より
			   臨床病態解析学臨床病態検査学准教授へ	
H22.4.1	 岡部　　寛	 昇任	 外科学消化管外科学講師より同准教授へ	
H22.4.1	 椛島　健治	 採用	 ＡＫプロジェクト特定准教授より
			   皮膚生命科学皮膚科学准教授へ
H22.4.1	 谷岡　未樹	 昇任	 福井赤十字病院より
			   皮膚生命科学皮膚科学講師へ
H22.4.1	 澁谷　景子	 昇任	 病院助教より
			   放射線医学放射線腫瘍学・画像応用治療学講師へ
H22.4.1	 波多野悦朗	 昇任	 病院助教より
			   外科学肝胆膵・移植外科学講師へ
H22.4.1	 岡田　知久	 採用	 特定講師（産官学連携）より
			   放射線医学画像診断学・核医学講師へ
H22.4.1	 長谷川　傑	 採用	 天理よろづ相談所病院手術部副部長より
			   外科学消化管外科学講師へ
H22.5.1	 西小森隆太	 昇任	 病院助教より
			   発生発達医学発達小児科学准教授へ
H22.5.1	 黄　　政龍	 採用	 香川大学准教授より
			   器官外科学呼吸器外科学准教授へ
H22.5.1	 渡邉健一郎	 昇任	 病院助教より
			   発生発達医学発達小児科学講師へ	

発令年月日 氏　名 異動内容 発令年月日 氏　名 異動内容

和歌山支部総会記念撮影

支
部
だ
よ
り

芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場
であります。支部活動、クラス会、会員の著書の紹
介（自薦・他薦）及び医学・医療等に関するご意見
等を寄稿ください。なお、原稿の採用及び掲載時期
については、編集委員会で決めさせていただきます。
　　　　　　　　　　　　芝蘭会報　編集委員会

学
術
講
演
会
に
看
護
師
ら
も


